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５日（金）

６～１０日

１１日（木）

１２日（金）

１６日（火）

１７日（水）

１８日（木）

1９日（金）

２２日（月）

本会議

休会

一般質問

一般質問

常任委員会

常任委員会

常任委員会

本会議

本会議

開会、会期の決定、提案理由の説明

議案審査日

委員長報告、質疑、討論、採決

予備日

９月の議会の日程表（予定）

文教厚生委員会視察報告

議
会
を
傍
聴

し
ま
し
ょ
う

編
集
後
記

市議会の様子を知る最も

よい方法です。多数の方の

傍聴をお待ちしています。

9月の定例会の一般質問は

9月11日（木）、12日（金）の

予定です。

第２回定例会において、意見書

２件が議員提案され、全会一致

で可決されました。この意見書は、

内閣総理大臣ほか関係大臣など

に送付し、実現されるよう要望

しました。

▼「３０人以下学級」の実現を柱

とする新たな定数改善計画の実

施と義務教育費国庫負担制度の

堅持を求める意見書

▼税源移譲を基本とする三位一

体改革の早期実現を求める意見書

豊
前
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
豊
前
市

議
会
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

内
容
　
議
会
に
つ
い
て

　
　
　
議
員
名
簿

　
　
　
議
会
日
程

　
　
　
議
会
だ
よ
り 

な
ど

 

み
な
さ
ん
今
日
は
！
暑
い
日
が
続
い
て

い
ま
す
。
今
は
夏
真
っ
盛
り
で
す
が
、
こ

の
日
本
に
は
四
季
が
あ
り
、
季
節
は
巡
り

ま
す
。
現
在
の
地
方
自
治
の
季
節
は
冬
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
厳
し
い
冬
を
乗
り
越
え

な
け
れ
ば
春
は
来
ま
せ
ん
。
国
も
地
方
自

治
体
に
安
定
し
た
財
源
を
送
り
続
け
る

余
裕
が
な
く
、
補
助
金
や
地
方
交
付
税
は

縮
減
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

地
方
自
治
は
分
権
が
進
む
に
つ
れ
て
自

己
決
定
力
・
自
己
責
任
力
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
自
治
を
強
化
す

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
地
方
議
会
は
大

き
な
役
割
を
果
た
す
べ
く
地
方
政
府
と

し
て
市
民
の
期
待
に
応
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
毎
定
例
議
会
で
は
様
々
な
議

論
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
市
議
会
だ
よ
り
に
は
、
ほ
ん
の
一
部
し

か
載
せ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
議
会
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
最
後
ま
で
読
ん
で
い
た

だ
き
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
市
議
会
だ
よ

り
を
読
ん
だ
感
想
等
も
議
会
事
務
局
に

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。　
　
　
　（
中
村
勇
希
）

　文教厚生委員会は、７月１４日から１５日にかけて沖縄県宜野湾市の人材育成センター「めぶき」を訪問した。

同市では「めぶき」を拠点に、多様な人材交流、国際児等の育成、男女共同参画の推進、女性に関する諸問題の学

習、女性の地位向上、国際交流事業の推進など、幅広く取りくみを行っている。

　「めぶき」の由来は新芽が萌え（芽吹き）成長していくように、この場所から、すばらしい人材が育っていくこ

とを願い、市民公募により命名されたとの事。

　担当者から市の概要について説明をうけた。全市域の約33％が米軍基地で占められている同市だが、県の南

北への交通機関が良いことから、ベットタウンとして人口が増加しており、近隣に公私合わせて４大学があり、

６５歳未満の人口構成比が８８．９％と非常に活気のある若い市である印象を受けた。

　しかし、米軍基地の約９３％は民有地で、返還問題で補償、環境、文化財保護等解決しなければならない多く

の問題も山積みしている。

　続いて、市内７団体、約１５００人が同じ目的で集結した「女団協」（女性団体連絡協議会）の取り組みについ

て説明を受けた。

　最後に、施設の説明を受けたが１階にはアメリカ人男性とアジア人女性間の子供達の学校通学支援、英語教

育等のための「アメラジアンスクール」が設置されていた。施設は、｢沖縄米軍基地所在地市町村活性化特別事業

費補助金｣等により、９割補助を受けていた。本市も男女共同参画社会づくりに向けて、本格的なスタートを切っ

たが、宜野湾市に負けぬよう積極的な人権問題施策の推進を図り、明るい社会の実現に努めなければと痛感し

た。

市議会だよりは資源保護のため再生紙を使用しています。

意見書

宜野湾市人材育成交流センター「めぶき」宜野湾市人材育成交流センター「めぶき」




